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「個別最適な学び」の実現に向けて！ 
 本当に月日が経つのは早いもので、もう２月に入りました。第３学期がスタートして、約３分の１が

過ぎたことになります。現在各学年、学習のまとめはもちろん、生活面のまとめにも力を入れて、卒業・

進級に向けて着実に前進しているところです。 

 さてタブレット一人一台環境の実現により、本校では「個別最適な学び」の実現に向けて、各学級で

様々な活用を行ってきています。今年度は Wi-Fi 増強工事があり、校長室や職員室など特別教室で

も Wi-Fi がつながるようになり、学習準備や学びの充実に活かせるようになりました。大変ありがた

いことです。また、ICT 支援員の方を週に１回程度配置していただいており、教職員がよりよい学びを

子どもたちに提供できるようにご助言頂いている点も感謝しています。更には子ども達一人一人の学

びの進み具合によって、出題される問題が変わる「タブレットドリル」も導入していただいており、個々

に応じた学習の実現ができています。これらの事業は、国の「新型コロナウイルス感染症対策事業」を

受けて実施しております。ぜひ今後も新しい時代の新しい学びの実現に向けて、教職員研修を行うな

どして「チーム宮川」として、前に進んでいきたいと考えております。タブレットの持ち帰り等で保護者

の皆様にもお世話になります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜本校のＩＣＴ活用の様子＞ 

 

 

 

 

 

４年生体育。タブレットをモニターにつ

ないで学習内容の提示をします。 

３年生体育。タブレットで動画を撮影

し、自分の動きを確かめます。 

３年生音楽。音楽室でタブレットを使っ

てリズムづくりをします。 

つながる Wi-Fi を活用して、リモート放送朝の会。そして町内全小学校の６年生とオ

ーストラリアの中学生をつないだ外国語リモート交流！（特別教室から実施） 

校長室内天井の Wi-Fi 設備です！ 



校長のひとりごと 

 

 

 

 

 

節分とは本来、季節の節目である「立春」「立夏」「立秋」

「立冬」の前日のことだそうです。漢字の通り「季節の分かれ目」「季節の変わり目」のこと

を指します。その中でも旧暦の１年の始まりである春の節分（立春の前日）が重要視され、だ

んだんと節分は春の節分という認識が広まっていったのだそうです。ちなみに今年の節分は、

明日２月３日（金）です。皆様のご家庭では豆まきをするでしょうか。星家では毎年豆をまい

てはいますが、年々簡素化している感じがします。自分が金山町での子どもの時を振り返って

みると、自分の家はもちろん、近所を回り豆まきした思い出があります。そしてお菓子などを

もらっていました。南会津に引っ越した時も、私の子ども達は地区の子どもたちといっしょに

近所をまわり大量のお菓子をもらっていました。金山町も南会津でも結構な時間が豆まきには

かかっていた記憶があります。地域によってもいろいろな習慣があると思います。唱え言葉も

金山町では「鬼は外、福は内、恵比寿大黒、豆上がれ、日本の神々皆上がれ」でした。会津美

里町は広いので、地区によって様々な習慣や唱え言葉があるのではないでしょうか。日本人と

して日本の古き良き伝統を大切にしていくことはやはり大切なことだと思います。子ども達に

も伝統の大切さを伝えていきたいです。ちなみに今年の恵方は「南南東微南」だそうです。（「微

南」とは「やや南」のこと）恵方巻きを食べられる皆様は、ぜひ参考にされてください。  

１年生。ICT 支援員さんに教えていただきながら、ＩＣＴ活用力を高めています！ 

「スクールタクト」という授業支援シ

ステムを活用した授業の工夫をし

ている６年生とひまわり学級！ 

タブレットドリルなど一人一台環境を十分に活かした「個別最適な学び」の様子です、左上「さくら１」上真ん中「さくら２」 

下左「５年生」                       下真ん中「２年生」                   下右「６年生」 

 


